
三鷹市では、災害が発生した場合の

外国人支援対策として、１月20日三

鷹市国際交流協会（ＭＩＳＨＯＰ）と

防災パートナーシップ協定を締結しま

した。

市内には約3000人の外国人登録者

がいます。これらの方々は大地震など

の災害が発生した場合、日本語の理解

が十分でなく、地理や災害に関する知

識も乏しいことから、避難やその後の

生活で情報や支援を受けにくくなるこ

とが想定されます。同協会では、昨年

７月から市と連携した支援のあり方を

検討してきました。

災害が発生したら同協会事務所（三

鷹中央通りタウンプラザ内）に災害時

外国人支援センターを設置し、通訳や

安否確認、生活相談などの外国人に必

要な情報の収集、提供などを行います。

市では同協会に防災無線で情報を提

供したり、必要な支援を提供したりし

ます。

また、平常時からネットワークを活

用して災害に対する予防対策などにつ

いて、積極的に取り組んでいきます。

【防災パートナーシップ協定】

大地震発生時など市のみでは十分な

対策が困難と想定される場合に備え、

平常時から市内の団体と協働して防災

対策に取り組むために締結するもの

で、災害に強いネットワークづくり、

参加・協働型防災コミュニティづくり

に役立てるものです。

≥防災課ò内線2284

¬
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社

主
催
。
論
理
で
固
め
ら
れ
た
先
方

の
言
い
分
を
、
同
じ
く
論
理
で
反

論
す
る
と
い
っ
た
実
践
に
よ
る
ト

レ
U
ニ
ン
グ
で
論
理
的
思
考
・
表

現
力
を
養
い
ま
す
。

▽
２
月
16
日
〜
26
日
の
月
・
木
曜

日
（
全
４
回
）
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
、国
分
寺
労
政
会
館
で
。

受
講
料
４
千
200
円
（
テ
キ
ス
ト
代

を
含
む
）。

く
わ
し
く
は
同
社
余
暇
活
用
係

ò
03
―
３
２
５
１
―
９
３
６
１

へ
。東

京
都
最
低
賃
金
（
地
域
別
最

低
賃
金
）
は
時
間
額
708
円
で
す
。

月
給
・
日
給
・
時
間
給
な
ど
の
す

べ
て
の
給
与
形
態
に
時
間
額
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

∞
東
京
労
働
局
賃
金
課
ò
03
―

３
８
１
４
―
５
３
１
１

昨
年
８
月
に
、
玉
川
上
水
が
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
歴
史
的
文
化
遺
産
で
あ
る
玉
川

上
水
を
ご
み
の
不
法
投
棄
や
ポ
イ

捨
て
か
ら
守
る
た
め
、
市
内
の
玉

川
上
水
全
区
間
で
散
乱
ご
み
な
ど

の
収
集
を
行
い
ま
す
。

▽
２
月
21
日
—
午
前
９
時
30
分
集

合
、
正
午
解
散
予
定
。
集
合
場
所

は
fl
大
橋
（
武
蔵
野
市
境
）
、
‡

有
三
文
庫
駐
車
場
前
、
·
牟
礼
橋

（
杉
並
区
境
）
の
三
カ
所
で
す
。

汚
れ
て
も
よ
く
耐
寒
性
の
あ
る
服

装
で
軍
手
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
２
月
13
日
–
ま
で
に
、
緑
と
公

園
課
ò
内
線
２
８
３
３
に
電
話
で

申
し
込
む
。

す
。
し
か
も
農
薬
で
害
虫
を
駆

除
す
る
の
と
違
い
、
安
全
で
薬

害
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

親
鳥
が
巣
箱
に
巣
材
や
餌
を

運
び
込
む
姿
は
可
愛
い
も
の
で

す
、
ま
た
、
ヒ
ナ
の
巣
立
ち
は
、

感
動
的
で
す
。
市
で
は
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
用
の
巣
箱
を
希
望
者
に

配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
子
育
て
を
観

察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
２
月
10
日
Õ
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市

役
所
緑
と
公
園
課
」
へ
申
し
込

む
。
先
着
250
人
（
た
だ
し
一
家

に
１
個
ま
で
。
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）。

※
２
月
24
日
Õ
に
引
き
渡
し

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

春
に
向
か
っ
て
日
が
長
く
な

る
と
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
子
育

て
シ
U
ズ
ン
の
始
ま
り
で
す
。

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
ヒ
ナ
の
餌
と

し
て
樹
木
の
害
虫
を
大
量
に
捕

ま
え
、
結
果
と
し
て
市
内
の
緑

を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で

三
鷹
管
内
で
は
、
昨
年
62
件
の

火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
火
災
に

早
く
気
づ
く
こ
と
が
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住
ま
い
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
防

火
に
対
す
る
意
識
と
行
動
力
を
高

め
る
と
と
も
に
、
住
宅
用
火
災
機

器
の
設
置
や
防
災
品
の
使
用
に
つ

い
て
積
極
的
に
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。

∞
三
鷹
消
防
署
査
察
指
導
係
ò

47
―
０
１
１
９

２
月
１
日
À
に
、
市
内
の
公
衆

浴
場
で
レ
モ
ン
湯
を
実
施
し
ま

す
。
広
い
湯
に
つ
か
り
、
心
も
身

体
も
ゆ
っ
た
り
ほ
の
ぼ
の
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

営
業
時
間
は
浴
場
に
よ
り
若
干

異
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
各
浴

場
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
の
ぼ
り
湯

井
口
５
―
５
―
18

ò
31
―
７
６
４
５

◇
栄
湯

深
大
寺
１
―
14
―
31

ò
32
―
３
０
５
７

◇
千
代
乃
湯

井
口
２
―
４
―
31

ò
39
―
１
０
１
０

◇
ア
サ
ヒ
ト
レ
ン
ド
21

上
連
雀

２
―
７
―
１
　
ò
43
―
１
７
７
７
　

◇
春
の
湯

下
連
雀
３
―
37
―
12

ò
43
―
５
８
３
２
　

◇
志
乃
夫
湯

下
連
雀
７
―
６
―

34

ò
47
―
６
５
４
８
　

◇
神
明
湯

牟
礼
３
―
８
―
16

ò
47
―
５
０
４
４

`
省
エ
ネ
a
と
い
う
と
、我
慢
、

節
約
と
い
っ
た
消
極
的
な
イ
メ
U

ジ
が
先
行
し
が
ち
で
す
が
、
21
世

紀
に
お
け
る
新
し
く
て
積
極
的
な

生
活
様
式
で
も
あ
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
工
場
や
オ
フ
ィ
ス

な
ど
産
業
部
門
で
省
エ
ネ
対
策
が

進
み
、
エ
ネ
ル
ギ
U
消
費
量
も
横

ば
い
で
す
が
、
一
般
の
家
庭
や
運

輸
部
門
で
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
般
家
庭
で
の
パ
ソ
コ
ン
関
連
機

器
の
普
及
や
家
電
製
品
の
大
型

化
、
自
動
車
交
通
の
増
加
な
ど
が

背
景
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上

に
一
般
家
庭
で
省
エ
ネ
対
策
が
な

か
な
か
進
ま
な
い
こ
と
が
大
き
な

要
因
で
す
。

一
方
、
ほ
ん
の
小
さ
な
心
が
け

と
工
夫
を
省
エ
ネ
に
結
び
付
け

て
、
快
適
で
無
駄
の
な
い
`
省
エ

ネ
ラ
イ
フ
a
を
実
践
し
て
い
る
人

た
ち
も
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

身
近
な
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
生
ま
れ
る
ア
イ
デ
ア
の
う
ち
、

「
衣
・
食
・
住
」
に
関
す
る
ア
イ

デ
ア
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
衣

「
重
ね
着
」
の
コ
ツ
を
心

得
て
快
適
に
過
ご
す
。

室
内
で
も
セ
U
タ
U
や
ベ
ス
ト

を
着
る
こ
と
で
、
暖
房
の
設
定
温

度
を
上
げ
ず
に
快
適
に
過
ご
せ
ま

す
。
設
定
温
度
を
下
げ
て
省
エ
ネ

を
し
よ
う
¿

◆
食

`
旬
の
野
菜
a
を
使
っ
た

鍋
料
理
で
地
球
に
優
し
い
エ
コ
・

ク
ッ
キ
ン
グ
を
。

鍋
料
理
に
は
`
旬
の
食
材
a
や

`
地
元
産
の
食
材
a
を
使
う
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は

そ
の
育
成
過
程
や
流
通
過
程
で
余

分
な
エ
ネ
ル
ギ
U
が
か
か
ら
ず
、

省
エ
ネ
の
食
材
と
い
え
ま
す
。
ま

た
、
鍋
料
理
で
冷
蔵
庫
の
残
り
も

の
を
有
効
に
利
用
す
れ
ば
、
食
材

の
無
駄
が
な
く
ご
み
の
減
量
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

旬
の
食
材
や
冷
蔵
庫
の
残
り
も

の
を
使
っ
て
、
あ
っ
た
か
い
鍋
料

理
を
家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し

ょ
う
¿

◆
住

家
の
あ
ち
こ
ち
に
省
エ
ネ

の
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
¿

エ
ア
コ
ン
の
風
向
き
は
下
を
向

い
て
い
ま
す
か
？
暖
か
い
空
気
は

上
部
に
た
ま
る
の
で
、
効
率
的
な

暖
房
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

厚
手
の
カ
U
テ
ン
を
使
う
と
室
内

の
保
温
性
が
高
ま
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
自
動
車
の
停
車
時

に
は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
「
ア
イ

ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
」
や
、
不

要
な
電
気
の
消
灯
な
ど
は
い
つ
で

も
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
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２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す

〜
身
近
に
で
き
る

`

省
エ
ネ
ラ
イ
フ
aを

実
践
し
て
み
よ
う
¿
〜

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

２
月
の
掘
り
出
し
物

抽
選
会

銭
湯
で
レ
モ
ン
湯

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

住
宅
用
防
災
機
器
を

備
え
よ
う

シジュウカラの

巣箱配布

玉
川
上
水

ク
リ
U
ン
作
戦

東
京
都
最
低
賃
金

実
践
デ
ィ
ベ
U
ト
入
門

２月は省エネ月間

多摩事業本部　ò042ー326ー5111

災害時外国人支援センターの組織と主な役割

災害時外国人支援センター
（対策本部）

1.情報収集・提供班
fl  被災情報の収集
‡  避難所情報の収集
·  外国人への情報提供(翻訳、通訳含む)

2.通訳等ボランティアの
確保(コーディネイト)班

fl  通訳等ボランティアへの活動要請
‡  一般ボランティアの受け入れ
·  他市へのボランティア要請
‚  避難所等への通訳ボランティアの派遣

4.生活相談班 fl  避難生活、生活復興等の支援の相談

3.安否確認班
fl  家族の安否確認
‡  本国との連絡に関する情報
·  帰国、在留資格等に関する情報

災害時に外国人をサポート

国際交流協会と

防災パートナーシップ協定を締結

市
で
は
、
市
内
各
郵
便
局
の

協
力
に
よ
り
、
家
庭
で
不
用
と

な
っ
た
使
用
済
の
は
が
き
（
事

業
所
の
も
の
は
不
可
）
の
回
収

を
行
っ
て
い
ま
す
。
回
収
は
空

き
箱
を
再
利
用
し
た
緑
色
の
箱

で
行
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
U
保
護

の
た
め
、
箱
ご
と
リ
サ
イ
ク
ル

し
ま
す
。
い
っ
た
ん
投
入
し
た

は
が
き
は
取
り
出
せ
な
い
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
回
収
で
き
る
も
の

使
用
済

官
製
は
が
き
、
年
賀
は
が
き
、

往
復
は
が
き（
写
真
入
り
も
可
）

▽
２
月
６
日
–
ま
で
の
各
施
設

の
開
館
時
間
内
、
市
内
各
郵
便

局
、
市
役
所
（
１
階
・
５
階
）、

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
、
各
市

政
窓
口
で
。

∞
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５

３
３

な
さ
ん
も
`
省
エ
ネ
ラ
イ
フ
a
を

実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
¬
省
エ
ネ
ル
ギ
U
セ
ン
タ
U

の
ペ
U
ジhttp://w

w
w
.eccj.

or.jp/sm
artlife/

で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５
２

３

新
川
み
ど
り
の
広
場
は
、
三
鷹

市
農
業
公
園
（
仮
称
）
設
置
工
事

（
実
習
農
園
、
ガ
U
デ
ニ
ン
グ
エ

リ
ア
な
ど
）
に
伴
い
、
３
月
31
日

Œ
ま
で
の
工
事
期
間
中
一
部
が
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
整
備
後

の
農
業
公
園
自
由
広
場
は
４
月
１

日
œ
か
ら
、
団
体
・
個
人
と
も
に

利
用
で
き
る
予
定
で
す
。
工
事
期

間
中
の
自
由
広
場
の
代
替
地
と
し

て
、
新
川
天
神
山
青
少
年
広
場

（
新
川
二
丁
目
・
一
部
直
火
使
用

可
）
、
連
雀
中
央
公
園
（
上
連
雀

六
丁
目
・
コ
ン
ロ
な
ど
の
使
用

可
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

使
い
方
な
ど
く
わ
し
く
は
緑
と

公
園
課
ò
内
線
２
８
３
５
へ
。

∞
生
活
経
済
課
都
市
農
業
係
ò

内
線
３
０
６
３

「
新
川
み
ど
り
の
広
場
」
の

工
事
期
間
中
の

利
用
に
つ
い
て

◆
展
示
・
受
付

２
月
14
日
—
〜

21
日
—

◆
抽
選
会

２
月
22
日
À
午
前
11

時
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
で
は
、

粗
大
ご
み
と
し
て
回
収
し
た
も
の

の
中
か
ら
選
ん
だ「
掘
り
出
し
物
」

（
家
具
類
）
を
抽
選
に
よ
り
提
供

し
て
い
ま
す
。
申
込
時
に
官
製
は

が
き
（
郵
便
料
本
人
負
担
。
こ
の

は
が
き
で
「
当
選
・
落
選
」
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
）
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。
当
選
し
た
方
は
、
抽
選
の

次
の
日
曜
日
ま
で
に
所
定
の
手
続

き
を
済
ま
せ
、
当
選
品
を
持
ち
帰

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
抽
選
時
の
車
で
の
来
館
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

∞
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
（
水

・
木
・
土
・
日
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
開
館
）
ò
34
―
３
１
９

６

ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た

は
が
き
を
回
収
し
ま
す

ミ
ヨ

リ
　
サ
　
イ
　
ク
　

ル


